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 1９ 178.1 73.1 5６ 122／6４ 1３ 55秒０ 72秒 70秒０
 2０ 182.0 70.2 6２ 126／ ０ 1４ 55秒0 80秒0 60秒０
 2０ 170.1 78.0 6０ 112／7  1５ 54秒６ 73秒０ 70秒０
， 2０ 170.0 62.2 5６ 128／5６ 1６ 58秒0 66秒０ 80秒０
Ｅ 2０ 169.2 65.0 6０ 124／ ６ 1４ 58秒０ 80秒 75秒０




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ 188／8４ 168／7０ 196／5８ 
Ｂ 186／8８ 154／9０ 140／8８ 
Ｃ 154／7８ 154／8２ 140／8８ 
， 170／6６ 192／6４ 158／6４ 
Ｅ 140／8４ 142／7２ 144／6８ 
Ｆ 186／8６ 184／8２ 188／8４ 
平均I1f［ 170.7／81.0 1657／76.7 161.0／75.0 
標準偏差 18.2／7.4 17.6／8.8 22.9／１２．１ 
25ｍ 50ｍ 75ｍ 100ｍ 
Ａ １４秒 32秒 50秒 1分09秒
Ｂ １４秒 31秒 48秒 １分０５秒
Ｃ 18秒 39秒 1分00秒 1分22秒
， 16秒 36秒 55秒 1分15秒
Ｅ 17秒 37秒 57秒 1分18秒
Ｆ 19秒 31秒 51秒 1
平均値 16.3秒 34.3秒 53.5秒 1


















25ｍ 50ｍ 75ｍ 100ｍ 
Ａ 2０秒 4５秒 １分0９秒 １分3６秒
Ｂ 2１秒 4４秒 1分0８秒 1分3３秒
Ｃ 2３秒 5０秒 1分1７秒 1分4５秒
， 2０秒 4１秒 1分0０秒 １分2１秒
Ｅ 2１秒 4８秒 1分1１秒 1分3８秒
Ｆ 1７秒 3８秒 5８秒 1
平均イ直 20.3秒 44.3秒 1分07.2秒 1分32.2秒
標準偏差 1.8秒 4.0秒 6.5秒 9.0秒
25ｍ 50ｍ 75ｍ 100ｍ 
Ａ １８秒 3７秒 57秒
Ｂ 2０秒 4２秒 １分05秒 1分2２秒
Ｃ 2１秒 4５秒 １分07秒 １分3２秒
， 1９秒 4３秒 １分04秒
Ｅ 2０秒 4３秒 １分07秒
Ｆ 1７秒 3６秒 56秒 1分1７秒
平均値 19.2秒 41.0秒 1分02.7秒 1






















クロール 79.0(1.00） 172.3(2.18） 180.5(2.28） 
平泳ぎ 83.5(1.00） 161.3(1.93） 168.3(2.02） 
背泳ぎ 86.7(1.00） 183.3(2.11） 184.0(2.12） 
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法政大学体育研究センター紀要
図－２，図－３，図－４は、クロール、平泳ぎ、背泳ぎにおける心拍数の平均{直の変動を前回試
みた非鍛練者の心拍数と変化比で対比した図である。３泳法とも非鍛練者の方に高い値がみられ、
回復時においては共に1分|]に急激な減少が表れている。また回復時において非鍛練者は３泳法と
も８分|Ｈ１では完全に|Ⅱ|復していないことがわかり、鍛練者はすでにほぼ平常時に戻っていることが
うかがえる。
表－１０鍛練者非鍛練者の種目別泳法における記録
（）内は数字は標準偏差である。
表－１０は、鍛練者と非鍛練者の種目別泳法における記録を示したものである。一般愛好者（非
鍛練者）の健康をねらいとしたスイミングでは、各々被験者のペースで泳がせ、競技選手（鍛練
者）としてのスイミングでは最高記録のおよそ８割程度の速さで泳いでいるが、記録としては当然
ながら２倍以上の差が表れている。
まとめ
今回の実験では、鍛練者の競技選手を対･象にクロール､平泳ぎ､背泳ぎの３泳法からみた心拍数の
応答についてillI定を試みた。泳法別の心打Ｉ数の実数からみると、背泳ぎが184.0打1／分（標準偏差
16.60）で最も高く、次いでクロールの180.5拍／分（標準偏差12.87）、平泳ぎの168.3拍／分
（標準偏差23.20）であった。これらを平常時（1.00）の変化比からみると、クロールが2.78倍、
次いで背泳ぎの2.55倍、平泳ぎの2.46倍となり、これは平'iir時の心拍数が少なく、それを基準と
した結果によるものと考えられる。設定した８０％程度のペースで泳いだにもかかわらず心拍数か
らみると、このように高い迦動負荷強度を示していることがうかがえる。また心拍数の増加は２５
ｍまでに急峻的な上昇を示し、｜Ⅱ|復時では１分|]で急激な減少を示した。これらの資料を基礎と
して今後更に、水泳の適切な負荷強度を究|川していきたい。
－４０－ 
泳法 鍛練者 非殿練'者
クロール 1分12.5秒（6.3秒）
2分42.2秒
(16.7秒）
平泳ぎ 1分32.2秒（9.0秒）
3分08.4秒
(39.5秒）
背泳ぎ 1分24.8秒（5.8秒）
３分18.0秒
(24.8秒）
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